
報道発表 Press Release No: 342-22-18 

2022年 7月発行    一橋大学・東京医科歯科大学・千葉大学 

 

子どもの時の貧困は 

高齢期の社会関係にも影響 
～幼少期の社会経済状況低い場合に高齢期での社会とのつながりが希薄か。閉じこもり1.2倍～ 

 

 子どもの時の生活環境が、高齢期の健康にも影響することが明らかになってきていますが、高齢期

の社会関係にも影響を及ぼすのでしょうか。本研究では、要介護認定を受けていない地域在住の65

歳以上の日本の高齢者21,004人を対象に、子どもの頃の生活レベルの程度と社会とのつながりとの

関係を解析しました。子どもの時の生活レベルが低かったと回答した人（貧しかったと感じている人）

は、高かった人に比べて、例えば、閉じこもりは24%高く、友人・知人と会う頻度が低くなるリスクは17%

高くなる可能性が示されました。 

 

 お問合せ先： 一橋大学社会科学高等研究院 特任助教 芦田登代 t-ashida@umin.ac.jp  

 

 

 

              
 

* p<0.05, 統計学的に有意な差が

あったことを表しています（得られ

た結果が偶然ではない） 

グラフの値は、年齢、性別、教育歴

や経済状況、就業状況、健康行動、

治療中の疾患の状況、子どもとの同

居状況、（人間関係を構築するうえ

で重要な要因として知られる）信頼

の影響を調整しています。 

子ども期の社会経済状況の違いと高齢期の社会関係との関連 (N=21,004) 
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■背景 

 高齢期の社会関係は認知症の発症やうつなどの健康に影響することが明らかになっており、社会経済的な地位と

も関連することが報告されています。しかし、子どもの頃の生活環境（社会経済的地位）が高齢期の社会関係に影

響するのかどうかはまだ明らかになっていません。そこで、要介護認定を受けていない地域在住の健康な高齢者を

対象として、子どもの頃の生活環境と高齢期の社会関係の程度との関連を検証しました。 

■対象と方法 

 日本老年学的評価研究（JAGES）が2010年に、全国27市町村の要介護認定を受けていない65歳以上の高齢

者を対象に実施したデータを使用しました。回収された調査のうち、歩行、入浴、排泄に介助が必要な人を除き、

子ども期の社会経済的状況の質問に回答した21,004人のデータを分析しました。 

子ども期の社会経済的状況は、「あなたが15歳当時の生活程度は、世間一般からみて次のどれに入ると思いま

すか」と質問し、「上」または「中の上」を高、「中の中」を中、「中の下」または「下」を低とした3群に分けました。高齢

期の社会関係については、閉じこもり（外出の頻度が週1回未満）、友人・知人と会う頻度（「会ってない」「年に数

回」を低群、「月1-3回」以上を高群）、この1か月に会った友人・知人の人数（ネットワークサイズ：5人以下との回答

を狭い群、6人以上との回答を広い群）、スポーツ関係のグループやクラブへの参加頻度、趣味関係のグループへ

の参加頻度（「全く参加していない」「年数回程度」を非参加群、「週1回程度」以上を参加群）で評価しました。 

 子どもの頃の生活環境と高齢期における社会関係との関連に影響すると考えられる要因（性別、年齢、教育歴や

経済状況、就業状況、健康行動、治療中の疾患状況、子どもとの同居状況、地域の人々への信頼の程度）を統計

学的な手法で調整して解析をしました。 

■結果 

 子どもの頃の社会経済状況が高い人に比べて低かった人は、高齢期の社会関係が希薄になるリスクが見られま

した。例えば、閉じこもりのリスクは24%、友人知人と会う頻度が低いリスクは17%、ネットワークが狭いリスクは13%高

い可能性が示されました。子どもの頃の社会経済状況の低さと現在の婚姻状況との関係には統計的に有意な関連

は見られませんでした。 

■結論・本研究の意義 

 子ども期の社会経済状況の低さと高齢期の社会関係の希薄さとに関連がある可能性が示唆されました。社会との

つながりは運動や喫煙と同様に健康に影響を与え、また、困った時や悲しい時の社会的支援にもつながります。高

齢期の健康維持・促進には社会とのつながりを涵養させることが重要ですが、この結果から、子どもの頃の生活環

境を整備することは、高齢期の社会関係の構築にもつながる可能性があることが示唆されました。 
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